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3 月 1 日（金）魂のこもった朝礼 

朝、仕事をはじめる前に朝礼をする会社や商店が多いよ

うであるが、この朝礼をただ惰性で行なってはいないだろ

うか。会社や商店が順調にのび、世間の評判もよくなる。

銀行も金を貸してくれるし、事業もたやすくできる。そう

なってくると、最初全員が真剣であった朝礼も何となく気

がゆるみ、形だけに終わってしまいがちである。社長も従

業員も一番注意せねばならないのはこうした時期ではな

いかと私は思っている。 

だから、朝礼をするならば魂のこもった朝礼というもの

を常に心がけねばならない。そうでなければ朝礼を行なう

価値がない。形だけなら何にもならないと思うのである。 

 

3 月 2 日（土）持ち味を生かす 

家康は日本の歴史上最もすぐれた指導者の一人であり、

その考え方なり、業績に学ぶべきものは多々ある。しかし

だからと言って他の人が家康の通りにやったらうまくい

くかというとそうではない。むしろ失敗する場合が多いと

思う。と言うのは、家康のやり方は家康という人にしては

じめて成功するのであって、家康とはいろいろな意味で持

ち味の違う別の人がやっても、それはうまくいかないもの

である。 

人にはみなそれぞれに違った持ち味がある。一人として

全く同じということはない。だから偉人のやり方をそのま

ま真似るというのでなく、それにヒントを得て自分の持ち

味に合わせたあり方を生み出さねばならないと思う。 

 

3 月 3 日（日）ダム経営 

ダムというのは、あらためて言うまでもなく、河川の水

をせきとめ、たくわえることによって、季節や天候に左右

されることなく、常に必要な一定量の水を使えるようにす

るものである。 

そのダムのようなものを、経営のあらゆる面に持つこと

によって、外部の諸情勢の変化があっても大きな影響を受

けることなく、常に安定的な発展を遂げていけるようにす

るのが“ダム経営”の考え方である。設備のダム、資金の

ダム、人員のダム、在庫のダム、技術のダム、企画や製品

開発のダムなど、いろいろな面にダム、言いかえれば、余

裕、ゆとりを持った経営をしていくことが肝要であろう。 

 

3 月 4 日（月）自分で人事をする 

先日、社内で広告担当員を募集したところ、誰も志願し

ないというのです。これは意外でした。聞くところによる

と、そういうことを会社に対して言いにくいのではないか

ということでした。もしそうだとすると、会社がその人の

適性を見つけなければならないということになってきま

す。が、社員が多くなると、人事部がいかに懸命にやって

も、一人ひとりの性格を知って適切な人事をすることは、

なかなかできないだろうと思うのです。 

だからほんとうは、本人に人事をしてもらうのが一番いい

のです。“私にはこういう適性があるのだ”ということを

表現してもらうことが一面非常に大事だと思います。 

 

3月 5 日（火）自分の最善を尽す 

太閤秀吉という人は、ぞうり取りになれば日本一のぞう

り取りになったし、炭番になれば最高の能率を上げる炭番

になった。そして馬回り役になったら、自分の月給をさい

てニンジンを買い、馬にやったという。このため嫁さんが

逃げてしまったということだが、そこに秀吉の偉大さがあ

る。馬番になったが「オレはこんな仕事はいやだ」などと

言わずに、日本一の馬番になろうと努力した。 

つまり、いかなる環境にあっても、自分の最善を尽し、

一日一日を充実させ、それを積み重ねていく。それが役に

立つ人間であり、そのようなことが人を成功に導いていく

道だと思ったのである。 

 

 

 

3 月 6 日（水）庄屋と狩人ときつね 

昔のたとえ話に庄屋と狩人ときつねの話がある。狩人は

庄屋の前ではかしこまっている。しかし庄屋はきつねにば

かされる。きつねには弱い。そしてきつねは鉄砲で撃たれ

るかもしれないから狩人はこわい。結局この中で誰が偉い

とも何ともわからない、という話である。 

私は今日でもこの話は生きていると思う。勝負に勝つ人

が偉いのでも、負ける人が偉くないのでも何でもない。教

育する人が偉いのでもないし、教育を要する人ができが悪

いのでもない。それぞれやっぱり一つの生きる姿である。

そう考えれば、喜んで人に協力することができるし、また

協力を受けて仕事ができるのではないかと思うのである。 

 

3 月 7 日（木） 不安に挑む 

いつの世でも、われわれにとって完全に安穏であるとい

う状態はないといってよい。お互い人間である以上、程度

の差こそあれ不安動揺なしにはいられないと思う。それが

人間本来の姿である。しかしだからといって、ただ不安動

揺し、それにおびえてなすところなくウロウロしていると

いうのでは、そこから何も生まれてこない。 

そうではなく、不安は感じるが、しかしその不安に敢然

と闘いを挑み、これを打破していく。むずかしい仕事、困

難な要求に直面して、一面に不安を感じるが、反面かえっ

て心が躍る。そしていろいろの考えを生みだしこれを克服

していく。そういうふうでありたいと思う。 


